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夫の家事・育児時間が長いほど、第２子以降の出生が増加 

○ 夫が、休日に家事・育児を行う時間が長いほど、第２子以降の子どもをもうける割合が高

くなっています。 

 

                    〔第 14回 21世紀成年者縦断調査（2002年成年者）（厚生労働省）〕 
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第６章 就業環境と働き方 

～ 依然として厳しい若者の就業環境 ～ 
１ 若者の就業環境 

景気回復に伴い労働市場は売り手市場に 
○ 生産年齢人口の減少や景気回復に伴い、新卒者に対する求人倍率、就職内定率ともに高い

水準を維持しています。また、失業率は改善傾向にありますが、他の年齢層と比較して若年

層の失業率は高くなっています。 

 

〔2015年まで：国勢調査（総務省）、2020 年以降：企画振興部推計〕 

 

 
〔長野労働局調〕 

 
〔高卒：長野労働局調〕 

〔大卒：リクルートワークス研究所調〕 

 

 

〔労働力調査（総務省）〕 
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若年層の不本意非正規雇用率は約 25％ 
○ 若年の非正規雇用労働者は、全国的に高い水準にあります。正社員として働く機会が得

られず、非正規雇用で働いている者（不本意非正規）の割合は、25～34 歳の年齢層で高く

なっています。また、非正規雇用労働者は、正規雇用労働者に比べ、賃金が低い状況です。 

 

〔労働力調査（総務省）〕 

 

 
〔Ｈ28 労働力調査（総務省）〕 

 

 

〔Ｈ28 賃金構造基本統計調査（厚生労働省）〕 
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総労働時間と賃金水準はともに横ばい 
○ 県内の総実労働時間は、景気変動等に伴う所定外労働時間の増減の影響があるものの、

概ね横ばいの状況です。 

 
〔長野県賃金実態調査（長野県）〕 

 

○ 平均月額賃金は、近年横ばい状態で、リーマンショック前の水準を回復していません。 

 
折れ線グラフはＨ18 を 1とした場合の割合〔長野県賃金実態調査（長野県）〕 

 

景気回復に伴いＵターン就職率は減少傾向 
○ 長野県出身の県外大学等への進学者のＵターン就職率は、景気回復による雇用情勢の改

善に伴い減少傾向にあります。また、県内大学卒業者の県内就職率は、比較的高い水準を

維持していますが、微減傾向にあります。 

 
〔Ｕターン就職率：労働雇用課調、大卒内定率：文部科学省・厚生労働省調〕 
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〔私学・高等教育課調〕 

 

新規大卒者の約３割は３年以内に離職 
○ 大卒就職者の３～４人に１人が３年以内に離職しています。 

新規大学卒業者の３年以内離職率（H25年３月卒） 

全 国 長野県 

31.9％ 28.7％ 

〔Ｈ28 新規学卒者の離職状況（厚生労働省）〕 

 

 

２ 女性の働き方 

子育て期の女性の就業率が減少する M 字カーブは依然存在 
○ 長野県における女性の年齢階層別就業率について、20 歳代後半から 30歳代後半の子育て

期の就業率は、平成 17年と比較して上昇しています。（20 歳代後半 5.5ポイント、30歳代

前半 7.3 ポイント、30歳代後半 6.2 ポイント上昇） 

○ しかし、30 歳代前半の女性の就業率は、20 歳代後半より 5.9 ポイント減少し、70％を下

回っています。いわゆるＭ字カーブが依然として見られます。 

 
〔国勢調査（総務省）〕 
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第７章 青少年の育成環境 

～ インターネットの適正な利用が課題 ～ 

１ 非行及び犯罪被害 

非行少年数は減少傾向 
○ 県内の非行少年の総数は減少傾向にありますが、再非行者率は横ばいの傾向です。 

 

注）再非行者率：少年の一般刑法犯検挙人員に占める再非行少年の人員割合 

〔少年非行の概況（長野県警）〕 

 

薬物乱用少年数に大きな変化なし 
○ 全国的に薬物乱用少年数は減少傾向にありましたが、近年再び増加傾向が見られます。長

野県では大きな変化はみられません。 

毒物及び劇物取締法、覚せい剤取締法、大麻取締法、麻薬等取締法で検挙された少年数 

年 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

長野県（人） 2 3 1 1 0 0 

全 国（人） 320 227 193 285 373 412 

〔少年非行の概況（長野県警）〕 

 

少年の犯罪被害は減少傾向だが、児童ポルノ被害は増加傾向 
○ 県内の少年の犯罪被害の件数は減少傾向にありますが、児童ポルノの被害児童数が増加傾

向にあります。 

 

〔少年非行の概況（長野県警）〕 
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※ 巻末 用語解説参照 


